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付属資料－２ PDM（2003年10月改訂版。終了時評価時使用） 
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付属資料－３ PDM（和文） 
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付属資料－４ PDMに関するコメント
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付属資料－５ 評価グリッド 
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付属資料－６ 質問表回答結果 
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付属資料－７ 活動実績 

活動 状況 実績 

1)-1 気象・水文観測網整備のため

の機材の設計を行う 
完了 

本プロジェクトで設置した 9 ヶ所1の水文・気象観測所（訓練

用）の設計は計画どおり 2003 年 10 月に完了した。プロジェ

クトでは無償資金協力によって設置される観測機器の調整

も実施している。  

1)-2 観測機材を設置する 完了 
訓練用の 9 ヶ所の水文・気象観測機器の設置が 2003 年 11

月に終了した。  

1)-3 3 センターにおいて、システム

の設計を行い、ハードウェア

の整備、OS 等の基本ソフト

ウェアのインストールを行う 

完了 

スキャナーと他の機材の調達が一部遅れた以外は 2003 年 3

月に全てのハードウェアの設置が完了した。ソフトウェアのイ

ンストールは 2003 年 3 月に終了したが、2003 年 12 月に米

国の対シリア経済制裁が適用されデータベース（DB)のソフ

トウェアをオラクルからポストグレエス・キュー・エルに変更せ

ざるを得なかった。これによって DB の構築の完了が遅れ

た。  

1)-4. 3 センターにおいて、データ

ベースの設計、構築を行う 
完了 

2003 年 10 月に、日本人専門家とシリア側カウンターパート

の共同作業によって、一旦オラクルを活用した BD の構築は

完了していた。しかし米国の経済制裁法のため、ソフトウェア

を変更せざるを得なくなり、実質的に DB の構築は 2004 年 9

月に完了した。したがって DB の構築は予定よりも約 1 年遅

延したことになる。  

1)-5. 3 センターにおいて、GIS と

の連結運用を行う 
完了 

GIS に関する活動の進捗は測量局(GES)からのデジタル地

図の入手が遅れたため、約 1 年半遅延した。デジタル地図

の入手は、PDM でプロジェクト開始前に満たされるべき「事

前の義務」として認識されていたが、実際に入手（購入）でき

たのは 2003 年 11 月だった。さらにデジタル地図の等高線が

正確ではなく、これを補正するのにも時間を要した。 

GIS とデータベースを連結する予定だったが、DB のソフトウ

ェアを変更したため、当初予定していたような直接的な連結

が不可能になった2。現在、少なくとも GIS では DB から直接

必要なデータを呼び出すことは可能になっている。したがっ

て最低限の連結は確保できたと考えられる。 

                                                        
1 地下水（水位・水質）、表流水、気象、ダム水位を計測できる 4 種類の観測機器が GDBAB と GDCB に導入されて

いる。  
2 GIS のソフトウェア（ArcGIS）と DB の連結ソフトの ArcSDE が 2003 年 12 月にメインセンター、GDBAB、GDCB にインスト

ールされた。しかし ArcSDE はオラクル専用の連結ソフトなので、ポストグレエス・キュー・エルではその機能を活用できな

かったのでポストグレエス・キュー・エルと GIS ソフトでは効率的（直接的）な連結が構築できなかった。現在は、DB から必

要なデータを GIS ソフトからロードすることは可能だが、GIS データを DB へ直接インポートすることができない。その結果、

当初想定していたようなレベルの連結が構築できなくなった。 
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活動 状況 実績 

1)-6. 3 センターにおいて、ネットワ

ークを構築する 
完了 

LAN と WAN システムは 3 つのセンターで構築されている。

計画段階では、メインセンターと 2 流域センター間のネットワ

ークを ISDN 回線で構築する予定ではなかったが、プロジェ

クト開始後 ISDN 回線が利用可能となり、ISDN を導入するこ

とが決定された。2004 年 8 月までにメインセンターと 2 流域

センターが ISDN でつながり3、毎週データ転送が実施されて

いる。  

2)-1 バラダ・アワジ流域及び沿岸

部流域の気象・水文観測計

画を策定する 

完了 

GDBAB、GDCB センターにおける既存の気象観測計画（人

員、体制、データ回収頻度等を含む）が整理された。今後

は、無償資金協力で設置される機器（観測所）を含めて気象

観測計画を見直す必要がある。 

2)-2 バラダ・アワジ流域及び沿岸

部流域の気象・水文観測所

を整備する 

完了 

2003 年 12 月に灌漑省所管の観測所、他省庁、他部局所管

観測所(合計約 800 箇所）の調査を実施し、観測所台帳を整

備した。観測所の名前の記述方式が統一されていなかった

り、観測所が移動した後も同じ観測所と認識されていたり、

観測所の座標軸が異なったりしたため、台帳の整備に約 1

年半程度費やした。今後は、2 つの流域センターの機材の

いくつか（100 程度予定）は無償資金協力の機材と交換され

るので、観測台帳も更新する必要がある。  

2)-3 正確な観測技術を習得する 実施中 

まだ改善の余地はあるが、2 流域センターのカウンターパー

トは基礎的な観測技術を習得したといえる。今後は、観測デ

ータの精度を高めるため、観測データの異常値を発見し修

正する技術やそのための組織的な活動（データのチェックシ

ステム）を定着させる必要がある。 

2)-4 気象・水文観測データを収

集、整理する 
実施中 

観測データの収集・処理システム（データフロー）は 3 つのセ

ンターで定義・確認された。野外調査データを記入するモニ

タリングシートやデータエントリー・フォームもエクセルベース

で作成され、活用されている。今後は、WRIC 内でデータフ

ローを確実に実践できるようにこのシステムを定着させ、デ

ータ収集・処理におけるミスが削減されるようカウンターパー

トをトレーニングする必要がある。 

灌漑省保有の過去の観測データをデジタル化する作業は

完了した。しかし、他省庁所管（国防省、農業農地改革省

等）の過去のデータを収集するのに甚大な時間と調整が必

要だったため、過去のデータをデジタル化する作業はまだ

終了していない。さらに関連省庁のデータにもデータ精度の

                                                        
3 メインセンターとバラダ・アワジ流域センターでは ISDN 回線について問題なかったが、沿岸流域センターではシ

リアの電話会社側の対応が遅れ、2004 年 8 月になってようやく ISDN 回線が利用可能になった。 
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活動 状況 実績 

問題があり、デジタル化の作業が遅延している原因になって

いる。さらに今後、プロジェクトでは無償機材から上ってくる

データの収集・処理方法についてカウンターパートをトレー

ニングする必要がある。  

2)-5  データベースへデータを入

力する 
実施中 

灌漑書所管の過去のデータは既に DB にインポートされた。

訓練用の 9 つの観測所から得られる観測データと、国防省、

農業農地改革省から提供されたデータは終了時評価時点

で DB へのインポート作業中だった。 (付属資料－１、

ANNEX3-3 参照)  

2)-6 気象・水文観測データを維

持・管理する 
実施中 

気象・観測データは DB に既にインポートされ、維持・管理さ

れている。しかし、観測所の ID が重複したり、同じデータ・テ

ーブルが複数作成されたりするケースが発生しているため、

データのチェックシステムを引き続き定着・強化する必要が

ある。  

2)-7 定期刊行物（月例報告書、

水文年表）の作成 
実施中 

訓練用の 9 つの観測所から上ってくる観測データを活用して

月例報告書が作成されている。2001-2002 年版の水文年表

も既に作成された。しかしこれらはプロジェクトで構築した DB

を活用してではなく、エクセルベースでの作成に留まってい

る。2002-2003 年度版は DB を活用して作成中である。 

2)-8 定期刊行物（水資源レポー

ト）を作成する 
一部開始

水資源レポートに関しては準備段階に入っており、様々な

表、グラフ、図が準備されつつある。2004 年 11 月には水資

源政策の短期専門家が派遣され、具体的な活動計画を立

案する予定である。 

3)-1 各種マニュアルを作成する 実施中 

25 編の技術マニュアルが作成された（付属資料―１、

ANNEX3-2 参照）。今後は、センター整備マニュアルや研修

計画策定マニュアル等を作成する予定である。作成された

マニュアル類を活用しているカウンターパートもいるが、いず

れも個人ベースの活用であり、いつでも誰でも閲覧できるよう

にマニュアル類が整備されていない。  

3)-2 シリア側 C/P による研修を実

施する 
実施中 

今日まで、日本人専門家によって 200 回以上のワークショッ

プや研修が実施された。カウンターパートによる研修は、ワ

ードやエクセルの基本操作に関する研修等は実施されてき

たが、当初想定していた GIS・データベースに関する研修

等、本格的な研修は 2004 年 9 月に開始されたばかりであ

る。今後はシリア側によるトレーニングが継続的に実施され、

さらに研修結果の報告書を作成し、今後の研修計画にフィ

ードバックする必要がある。 
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活動 状況 実績 

4)-1 データベース、ＧＩＳを運営・

維持管理する 
実施中 

カウンターパートは基本的なデータベースと GIS の運用・維

持管理スキルを習得したといえる。メンテナンス作業に関し

ては、今後 WRIC でルーティン化される必要がある。 

4)-2 ネットワークを運営・維持管理

する 
実施中 

システムの運営、維持管理は実践されており、気本的なスキ

ルはカウンターパートへ移転されたといえる。ネットワーク管

理者会議を不定期（毎月にする予定）に実施している。問題

発生時の対策も実施しているが、今後も継続してトラブルシ

ューティング対応ができるようにスキルを向上する必要があ

る。プロジェクトでは今後システム・マネージャー会議を開催

する予定である。 

4)-3 観測機器を運営・維持管理

する 
実施中 

観測機器の維持管理マニュアルは整備された。しかし、英語

で作成されているので、要点をアラビア語に翻訳する必要が

ある。未だに観測機器の故障やバッテリーの交換が適切に

行われないなどの細かい問題が散見されるので、継続して

カウンターパートの運営維持管理能力を向上させる必要が

ある。  

5)-1 水資源に関する情報を、定期

的に政策決定者等に提出す

る 

実施中 

月例報告書は灌漑省大臣、副大臣、関連流域総局へ配布

されている。無償機材から得られる気象・観測データを月例

報告書に取り込むために、報告書の内容を改訂する予定で

ある。 
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付属資料－８ CP人数の推移 

■ カウンターパートの人数の推移 

 メインセンター GDBAB GDCB（内タルトゥース） 合計 

2003. 6.1 15 13 22(na) 50 

2003.12.1 23 18 22(10) 63 

2004. 4.1 21 23 38 (19) 82 

2004.10.19 18 26 35 (na) 79 

*ワーカーとドライバーは除く 

参考資料：四半期報告書 
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